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愛知県警察部『明治二十四年十月二十八日 震災記録』，愛知県警察部，1892年 

「米人救助謝絶ノ件左案伺」1891年11月3日，『一宮市公報』第129号，1931年11月20日，愛知学泉大学所蔵 

杉浦栄三編『蓬左風土誌』，中部日本新聞社，1958年 

『愛知県会議事録』，愛知県議会事務局所蔵 

西春日井郡役所『震災一件綴』，1891年10月28日，愛知県公文書館所蔵 

木澤成粛・山羽義彦編『明治震災輯録』，金池堂，1891年 

中島郡下津村役場『震災紀念碑寄付帳』，1893年10月，稲沢市教育委員会所蔵 

「濃尾大地震四十周年記念日に就て」，前掲『一宮市公報』第129号 
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災害概略シート 

 
項  目 内     容 

災害の名称 1891 濃尾地震 

災害の種別 地震 

概  要 
岐阜県北部で発生した地震により岐阜県、愛知県を中心に甚大な被害が発生

した。 

時  代 近世（明治時代） 

発生年月日 1891（明治24年）10月28日（６時38分） 

主な被災地域 岐阜県、愛知県 

被災規模 
死者：7,273人 

全壊建物14万戸、半壊８万戸以上 
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 中野優氏（米国地質調査所） 
松田時彦氏（地震予知総合研究振興会） 
村松郁栄氏（岐阜大学名誉教授） 

 
協力機関・団体 

愛知県防災局 
愛知県史編纂事務局・稲沢市教育委員会 
愛知工業大学都市環境学科野々垣研究室 
犬山市教育委員会 
岩波書店 
大垣市立図書館 
宮内庁書陵部 
京都大学図書館 
岐阜新聞社 
岐阜県図書館 
岐阜県防災局 
岐阜県歴史資料館 
岐阜大学教育学部 
岐阜地方気象台 
古今書院 
国立科学博物館 
国立公文書館 
国土交通省中部地方整備局越美山系砂防事務所 
国土交通省中部地方整備局多治見砂防国道事務所 
(有)テラパブ 
中日新聞社 
東京大学地震研究所図書室 
東京大学総合図書館 
長崎大学附属図書館 
名古屋市立大学大学院芸術工学研究科溝口研究室 
名古屋大学出版会 
西尾市教育委員会 
日本赤十字豊田看護大学図書館 
日本大学 
博物館明治村 
本巣市教育委員会 

  横浜開港資料館 
※ 個人、団体五十音順  
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この報告書は、災害教訓の継承に関する専門調査会の下に設けた小委員会において検討

され、平成17年12月７日に開催された同調査会で承認されたものである。執筆は、 

 

（主査）山岡 耕春  東京大学地震研究所教授 

鈴木 康弘  名古屋大学大学院教授 

西澤 泰彦  名古屋大学大学院助教授 

松田 之利  岐阜市立女子短期大学学長 

北原 糸子  神奈川大学非常勤講師 

戸松  修   岐阜大学応用生物科学部教授 

岡田 洋司  愛知学泉大学コミュニティ政策学部教授 

 

の各委員及び 

 

羽賀 祥二  名古屋大学文学研究科教授 

金子 隆一  東京都写真美術館 

 

が行い、担当は以下のとおりである。 

 

第１章 災害の概要 

第１節 濃尾地震 

１ 濃尾地震の地震学的特徴（山岡耕春） 

２ 濃尾地震の地表地震断層（鈴木康弘） 

３ 濃尾活断層系と濃尾地震断層の関係（鈴木康弘） 

コラム 本州を斜めに横切る歪集中帯（山岡耕春） 

コラム 内陸で発生する地震の予測（山岡耕春） 

第２節 濃尾地震による災害 

１ 濃尾地震における建築の被害状況（西澤泰彦） 

２ 濃尾地震による土砂災害と森林・河川の復旧（戸松修） 

第２章 濃尾地震の被害と救済 

第１節 岐阜県の被害・救済（松田之利） 

１ 地震発生直後の救助活動 

２ 国・県の復旧支援体制 

３ 震災後の社会状況 

第２節 愛知県の被害・救済（岡田洋司） 

１ 地震の発生と愛知県の被害 

２ 地震直後の救援活動 

３ 復興への道 

第３節 濃尾地震における災害救援医療（北原糸子） 

１ 岐阜県における災害医療救援 

２ 愛知県の災害救援 

３ 救援医療の実例から 
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コラム 濃尾地震と犬山城（松田之利） 

第３章 濃尾地震のインパクト 

第１節 国の地震防災への影響（北原糸子） 

１ 震災予防調査会の設置 

２ 濃尾震災とメディア 

コラム 瀬古写真館撮影の濃尾地震の写真について（金子隆一） 

コラム 現代から見た震災予防調査会研究計画（山岡耕春） 

コラム 濃尾地震の供養碑について（羽賀祥二） 

コラム 地震計がなくても揺れがわかる（山岡耕春） 

第２節 建築構造物への影響（西澤泰彦） 

１ 濃尾地震後の建築的対応 

２ 関東大地震（大震災）における建築的対応の検証 

おわりに ～濃尾地震の教訓～（全委員、事務局） 

１ 地震の原因解明のさきがけ 

２ 近代日本社会が体験した最初の大地震 

３ 濃尾地震のインパクト 

４ まとめ 

資料編 

１ 参考・引用文献 

 

山岡委員は、報告書全体の確認を行った。 

 

 なお、事務局の担当は以下のとおりである。 

（事務局）石井 晴雄  内閣府（防災担当）企画官（平成16年７月まで） 

     久津摩敏生  内閣府（防災担当）企画官（平成17年３月まで） 

     荒木潤一郎  内閣府（防災担当）企画官 

     秋元 伸哉  内閣府（防災担当）防災総括担当（平成17年３月まで） 

     児玉 洋明  内閣府（防災担当）防災総括担当（平成17年３月まで） 

     安竹 竜一  内閣府（防災担当）防災総括担当 

     及川 雅仁  内閣府（防災担当）防災総括担当 

 

平成18年３月 

内閣府政策統括官（防災担当） 

 

本報告書のとりまとめは、財団法人日本システム開発研究所に委託し、実施した。 


